
(57)【要約】

【課題】被検者に負担をかけることなく生体信号を収集

する。

【解決手段】生体信号収集装置１の面電極群１１～１３

は、それぞれ、被検者の背面、腰部から臀部、大腿部が

当接する位置に配置される。被検者が着衣のまま、この

椅子に座ると、面電極群１１～１３は、被検者の心臓の

鼓動、呼吸を示す電位信号を検出する。生体信号検出部

３１は、各面電極群１１～１３が検出した電位信号に基

づいて生体信号を検出する。信号処理部４１のコンピュ

ータ４４は、生体信号検出部３１が検出した生体信号か

ら、被検者の心臓の鼓動を示す生体信号としての心電信

号、呼吸を示す生体信号としての呼吸信号を分離する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 者 が 着 座 す る 椅 子 と 、
　 前 記 椅 子 に 取 り 付 け ら れ て 、 前 記 椅 子 に 着 座 し た 被 検 者 の 各 部 か ら 発 せ ら れ る 電 位 信 号
を 検 出 す る 複 数 の 面 電 極 と 、
　 前 記 各 面 電 極 が 検 出 し た 電 位 信 号 の 差 信 号 を 増 幅 す る こ と に よ り 、 前 記 被 検 者 の 生 体 電
気 信 号 を 検 出 す る 生 体 電 気 信 号 検 出 部 と 、 を 備 え た 、
　 こ と を 特 徴 と す る 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 複 数 の 面 電 極 は 、 非 導 電 性 の シ ー ト で 覆 わ れ た も の で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 複 数 の 面 電 極 は 、 椅 子 に お い て 、 少 な く と も 前 記 被 検 者 の 背 面 、 腰 部 か ら 臀 部 、 大
腿 部 が 当 接 す る 位 置 に 配 置 さ れ た 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 生 体 電 気 信 号 検 出 部 は 、 前 記 複 数 の 面 電 極 の う ち 、 い ず れ か １ つ を 中 性 点 電 極 と し
て 、 他 の 面 電 極 が 検 出 し た 電 位 信 号 の 差 信 号 を 増 幅 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 生 体 電 気 信 号 検 出 部 は 、 前 記 椅 子 の 背 面 に 備 え ら れ た 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 生 体 電 気 信 号 検 出 部 が 検 出 し た 生 体 電 気 信 号 に 対 す る 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 を
備 え た 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 信 号 処 理 部 は 、 前 記 生 体 電 気 信 号 検 出 部 が 検 出 し た 生 体 電 気 信 号 か ら 、 少 な く と も
前 記 被 検 者 の 心 臓 の 鼓 動 を 示 す 生 体 電 気 信 号 と 前 記 被 検 者 の 呼 吸 を 示 す 生 体 電 気 信 号 と を
取 得 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 信 号 処 理 部 が 処 理 し た 生 体 電 気 信 号 を 表 示 す る 表 示 部 を 備 え た 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 又 は ７ に 記 載 の 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 信 号 処 理 部 が 取 得 し た 生 体 電 気 信 号 を 送 信 す る 送 信 機 を 備 え た 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 乃 至 ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 信 号 処 理 部 は 、 前 記 生 体 電 気 信 号 検 出 部 が 検 出 し た 生 体 電 気 信 号 の 信 号 レ ベ ル と 予
め 設 定 さ れ た 異 常 判 定 値 と を 比 較 し 、 比 較 結 果 に 基 づ い て 前 記 被 検 者 の 異 常 の 有 無 を 判 定
し 、 異 常 有 り と 判 定 し た 場 合 に 異 常 判 定 信 号 を 出 力 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 乃 至 ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 椅 子 は 、 自 動 車 に 搭 載 さ れ た 運 転 者 用 椅 子 で あ り 、
　 前 記 複 数 の 面 電 極 は 、 前 記 運 転 者 用 椅 子 に 取 り 付 け ら れ 、
　 前 記 信 号 処 理 部 は 、 前 記 自 動 車 の 運 転 者 を 被 検 者 と し て 、 前 記 運 転 者 の 異 常 の 有 無 を 判
定 し 、 異 常 有 り と 判 定 し た 場 合 に 異 常 判 定 信 号 を 出 力 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 運 転 者 用 椅 子 は 肘 掛 け を 有 す る も の で あ り 、
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　 前 記 複 数 の 面 電 極 の う ち 、 い ず れ か １ つ が 中 性 点 電 極 と し て 前 記 運 転 者 用 椅 子 の 肘 掛 け
に 取 り 付 け ら れ 、
　 前 記 生 体 電 気 信 号 検 出 部 は 、 前 記 運 転 者 及 び 中 性 点 電 極 を 介 し て 前 記 自 動 車 の ハ ン ド ル
の 電 位 を 中 性 点 電 位 と し て 取 得 し 、 前 記 中 性 点 電 極 以 外 の 各 面 電 極 が 検 出 し た 電 位 信 号 の
差 信 号 を 増 幅 す る こ と に よ り 、 前 記 被 検 者 の 生 体 電 気 信 号 を 検 出 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 椅 子 は 、 前 記 被 検 者 に 感 覚 刺 激 が 与 え ら れ る 場 所 に 設 置 さ れ た も の で あ り 、
　 前 記 信 号 処 理 部 は 、 前 記 被 検 者 に 与 え ら れ た 感 覚 刺 激 に 関 す る 感 覚 情 報 が 供 給 さ れ 、 前
記 被 検 者 に 刺 激 が 与 え ら れ た と き に 前 記 生 体 電 気 信 号 検 出 部 が 検 出 し た 生 体 電 気 信 号 の 変
化 を 検 出 し 、 前 記 感 覚 情 報 と 前 記 生 体 電 気 信 号 の 変 化 と に 基 づ い て 、 前 記 被 検 者 に 与 え ら
れ た 感 覚 刺 激 と 前 記 被 検 者 の 反 応 と の 関 係 を 示 す 関 係 情 報 を 取 得 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 乃 至 １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 心 電 計 の よ う な 、 被 検 者 の 心 筋 の 興 奮 に よ る 活 動 電 流 を 、 空 間 的 ・ 時 間 的 に
合 成 さ れ た 電 位 変 化 と し て 取 り 出 し 、 そ の 差 信 号 を 生 体 電 気 信 号 と し て 収 集 す る 生 体 電 気
信 号 収 集 装 置 が 知 ら れ て い る 。 し か し 、 通 常 の 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 で は 、 検 査 の 際 に 、
被 検 者 に 固 定 電 極 を 貼 付 し な け れ ば な ら ず 、 皮 膚 が 電 極 ペ ー ス ト や 接 着 剤 と 接 す る た め 、
か ぶ れ 等 が 生 じ る お そ れ ば あ り 、 被 検 者 に と っ て は 負 担 に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の た め 、 被 検 者 に 負 担 に な ら な い よ う に 、 着 衣 の 一 部 に 可 撓 性 導 電 部 を 形 成 し 、 こ の
着 衣 を 被 検 者 に 着 せ て 生 体 電 気 信 号 を 取 り 出 す よ う に し た 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 が あ る （
例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ２ ８ １ ８ ７ 号 公 報 （ 第 ３ 頁 、 図 １ 、 ３ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 従 来 の 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 で は 、 被 検 者 は 、 衣 服 を 脱 い で こ の 特 別 の 着 衣 に
着 替 え な け れ ば な ら ず 、 や は り 、 被 検 者 に と っ て は 、 煩 わ し い も の で あ り 、 被 検 者 に 負 担
を 強 い る こ と に な る 。 ま た 、 検 査 時 に 被 検 者 は 検 査 機 器 の 電 線 ケ ー ブ ル で 拘 束 さ れ る た め
、 被 検 者 に 精 神 的 負 担 を 与 え る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 被 検 者 に 負 担 を か け る こ
と な く 生 体 電 気 信 号 を 収 集 す る こ と が 可 能 な 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に 係 る 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 は 、
　 被 検 者 が 着 座 す る 椅 子 と 、
　 前 記 椅 子 に 取 り 付 け ら れ て 、 前 記 椅 子 に 着 座 し た 被 検 者 の 各 部 か ら 発 せ ら れ る 電 位 信 号
を 検 出 す る 複 数 の 面 電 極 と 、
　 前 記 各 面 電 極 が 検 出 し た 電 位 信 号 の 差 信 号 を 増 幅 す る こ と に よ り 、 前 記 被 検 者 の 生 体 電
気 信 号 を 検 出 す る 生 体 電 気 信 号 検 出 部 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 複 数 の 面 電 極 は 、 非 導 電 性 の シ ー ト で 覆 わ れ た も の で あ っ て も よ い 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 複 数 の 面 電 極 は 、 椅 子 に お い て 、 少 な く と も 前 記 被 検 者 の 背 面 、 腰 部 か ら 臀 部 、 大
腿 部 が 当 接 す る 位 置 に 配 置 さ れ た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 生 体 電 気 信 号 検 出 部 は 、 前 記 複 数 の 面 電 極 の う ち 、 い ず れ か １ つ を 中 性 点 電 極 と し
て 、 他 の 面 電 極 が 検 出 し た 電 位 信 号 の 差 信 号 を 増 幅 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 生 体 電 気 信 号 検 出 部 は 、 前 記 椅 子 の 背 面 に 備 え ら れ た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 生 体 電 気 信 号 検 出 部 が 検 出 し た 生 体 電 気 信 号 に 対 す る 信 号 処 理 を 行 う 信 号 処 理 部 を
備 え る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 信 号 処 理 部 は 、 前 記 生 体 電 気 信 号 検 出 部 が 検 出 し た 生 体 電 気 信 号 か ら 、 少 な く と も
前 記 被 検 者 の 心 臓 の 鼓 動 を 示 す 生 体 電 気 信 号 と 前 記 被 検 者 の 呼 吸 を 示 す 生 体 電 気 信 号 と を
取 得 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 信 号 処 理 部 が 処 理 し た 生 体 電 気 信 号 を 表 示 す る 表 示 部 を 備 え る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 信 号 処 理 部 が 取 得 し た 生 体 電 気 信 号 を 送 信 す る 送 信 機 を 備 え る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 信 号 処 理 部 は 、 前 記 生 体 電 気 信 号 検 出 部 が 検 出 し た 生 体 電 気 信 号 の 信 号 レ ベ ル と 予
め 設 定 さ れ た 異 常 判 定 値 と を 比 較 し 、 比 較 結 果 に 基 づ い て 前 記 被 検 者 の 異 常 の 有 無 を 判 定
し 、 異 常 有 り と 判 定 し た 場 合 に 異 常 判 定 信 号 を 出 力 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 椅 子 は 、 自 動 車 に 搭 載 さ れ た 運 転 者 用 椅 子 で あ り 、
　 前 記 複 数 の 面 電 極 は 、 前 記 運 転 者 用 椅 子 に 取 り 付 け ら れ 、
　 前 記 信 号 処 理 部 は 、 前 記 自 動 車 の 運 転 者 を 被 検 者 と し て 、 前 記 運 転 者 の 異 常 の 有 無 を 判
定 し 、 異 常 有 り と 判 定 し た 場 合 に 異 常 判 定 信 号 を 出 力 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 運 転 者 用 椅 子 は 肘 掛 け を 有 す る も の で あ り 、
　 前 記 複 数 の 面 電 極 の う ち 、 い ず れ か １ つ が 中 性 点 電 極 と し て 前 記 運 転 者 用 椅 子 の 肘 掛 け
に 取 り 付 け ら れ 、
　 前 記 生 体 電 気 信 号 検 出 部 は 、 前 記 運 転 者 及 び 中 性 点 電 極 を 介 し て 前 記 自 動 車 の ハ ン ド ル
の 電 位 を 中 性 点 電 位 と し て 取 得 し 、 前 記 中 性 点 電 極 以 外 の 各 面 電 極 が 検 出 し た 電 位 信 号 の
差 信 号 を 増 幅 す る こ と に よ り 、 前 記 被 検 者 の 生 体 電 気 信 号 を 検 出 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 椅 子 は 、 前 記 被 検 者 に 感 覚 刺 激 が 与 え ら れ る 場 所 に 設 置 さ れ た も の で あ り 、
　 前 記 信 号 処 理 部 は 、 前 記 被 検 者 に 与 え ら れ た 感 覚 刺 激 に 関 す る 感 覚 情 報 が 供 給 さ れ 、 前
記 被 検 者 に 刺 激 が 与 え ら れ た と き に 前 記 生 体 電 気 信 号 検 出 部 が 検 出 し た 生 体 電 気 信 号 の 変
化 を 検 出 し 、 前 記 感 覚 情 報 と 前 記 生 体 電 気 信 号 の 変 化 と に 基 づ い て 、 前 記 被 検 者 に 与 え ら
れ た 感 覚 刺 激 と 前 記 被 検 者 の 反 応 と の 関 係 を 示 す 関 係 情 報 を 取 得 す る よ う に し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 被 検 者 に 負 担 を か け る こ と な く 生 体 電 気 信 号 を 収 集 す る こ と が で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に 係 る 生 体 電 気 信 号 収 集 装 置 の 構 成 を 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 。 尚 、 以 下 、 「 生
体 電 気 信 号 」 を 「 生 体 信 号 」 と 記 す 。
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　 本 実 施 形 態 に 係 る 生 体 信 号 収 集 装 置 １ は 、 椅 子 ２ （ 図 ２ ） と 、 面 電 極 群 １ １ ～ １ ３ と 、
ス イ ッ チ ２ １ ～ ２ ３ と 、 生 体 信 号 検 出 部 ３ １ と 、 信 号 処 理 部 ４ １ と 、 か ら な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 面 電 極 群 １ １ ～ １ ３ は 、 そ れ ぞ れ 、 面 電 極 １ １ － １ ， １ １ － ２ 、 面 電 極 １ ２ － １ ， １ ２
－ ２ 、 面 電 極 １ ３ － １ ， １ ３ － ２ か ら な る も の で あ る 。 面 電 極 １ １ － １ ， １ １ － ２ 、 面 電
極 １ ２ － １ ， １ ２ － ２ 、 面 電 極 １ ３ － １ ， １ ３ － ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 椅 子 ２ の 各 部
に 取 り 付 け ら れ て 、 椅 子 に 着 座 し た 被 検 者 の 各 部 か ら 発 せ ら れ る 電 位 信 号 を 検 出 す る た め
の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 椅 子 ２ は 、 生 体 信 号 を 収 集 す る 際 に 被 検 者 が 着 座 す る た め の も の で あ り 、 被 検 者 は
、 生 体 信 号 を 収 集 す る 際 、 衣 服 を 身 に つ け た ま ま 、 こ の 椅 子 ２ に 座 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 面 電 極 １ １ － １ ， １ １ － ２ は 、 椅 子 ２ に お い て 、 被 検 者 の 背 中 が 当 接 す る 位 置 に 取 り 付
け ら れ る 。 面 電 極 １ ２ － １ ， １ ２ － ２ は 、 椅 子 ２ に お い て 、 被 検 者 の 腰 部 か ら 臀 部 が 当 接
す る 位 置 に 取 り 付 け ら れ る 。 面 電 極 １ ３ － １ ， １ ３ － ２ は 、 椅 子 ２ に お い て 、 被 検 者 の 大
腿 部 が 当 接 す る 位 置 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 面 電 極 １ １ － １ は 、 導 電 性 の 金 属 導 体 、 導 電 性 布 帛 又 は 導 電 性 液 体 か ら な る も の で あ る
。 面 電 極 １ １ － １ の 大 き さ は 、 被 検 者 の 心 臓 よ り も 大 き く 、 例 え ば 、 １ ０ ０ ｍ ｍ × ２ ０ ０
ｍ ｍ × ０ ． １ ｍ ｍ の サ イ ズ と な る よ う に 、 銅 線 が 密 に 編 ま れ る こ と に よ り 形 成 さ れ る 。 面
電 極 １ １ － ２ 、 面 電 極 １ ２ － １ ， １ ２ － ２ 、 面 電 極 １ ３ － １ ， １ ３ － ２ も 、 面 電 極 １ １ －
１ と 同 様 の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 面 電 極 １ １ － １ ， １ １ － ２ 、 面 電 極 １ ２ － １ ， １ ２ － ２ 、 面 電 極 １ ３ － １ ， １
３ － ２ は 、 被 検 者 の 心 臓 の 鼓 動 、 呼 吸 を 、 そ れ ぞ れ 、 電 位 信 号 と し て 検 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 尚 、 面 電 極 １ １ － １ ， １ １ － ２ に お い て 、 被 検 者 の 背 中 が 当 接 す る 表 面 は 、 高 誘 電 率 被
膜 に よ っ て 覆 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 面 電 極 １ １ － １ ， １ １ － ２ ， １ ２ － １ ， １ ２ － ２ ， １ ３ － １ ， １ ３ － ２ は 、 被 検
者 の 負 担 に な ら な い よ う に 、 非 導 電 性 の シ ー ト で 覆 わ れ 、 被 検 者 と は 直 接 接 触 （ 非 接 触 ）
し な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 被 検 者 が 椅 子 ２ に 着 座 す る こ と に よ り 、 被 検 者 の 着 衣 、 面 電 極 群 １ １ ～ １ ３ を
覆 う シ ー ト が 電 気 容 量 と な っ て 、 被 検 者 と 面 電 極 群 １ １ ～ １ ３ と は 、 電 気 的 に 接 続 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ に 戻 り 、 ス イ ッ チ ２ １ ～ ２ ３ は 、 そ れ ぞ れ 、 面 電 極 １ １ － １ ， １ １ － ２ 、 面 電 極 １
２ － １ ， １ ２ － ２ 、 面 電 極 １ ３ － １ ， １ ３ － ２ で 検 出 さ れ た 電 位 信 号 を 選 択 す る た め の も
の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 生 体 信 号 検 出 部 ３ １ は 、 各 面 電 極 群 １ １ ～ １ ３ が 検 出 し た 電 位 信 号 か ら 、 生 体 信 号 を 検
出 す る も の で あ り 、 オ ペ ア ン プ ３ ２ ～ ３ ４ か ら な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 オ ペ ア ン プ ３ ２ ～ ３ ４ は 、 各 面 電 極 群 １ １ ～ １ ３ が 検 出 し た 電 位 信 号 の 差 信 号 を 増 幅 す
る こ と に よ り 、 被 検 者 の 生 体 信 号 を 検 出 す る た め の も の で あ る 。 こ の オ ペ ア ン プ ３ ２ ～ ３
４ に は 、 信 号 を 効 率 良 く 取 得 す る た め 、 ま た 、 Ｓ Ｎ 比 を 良 好 に す る た め 、 例 え ば 、 １ ０ の
１ ２ 乗 Ω 程 度 の 高 入 力 イ ン ピ ー ダ ン ス の ア ン プ が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 オ ペ ア ン プ ３ ２ ， ３ ３ は 、 取 得 す る 電 位 信 号 の 周 波 数 特 性 を 改 善 す る た め に 備 え ら れ た
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も の で あ り 、 そ れ ぞ れ 、 ボ ル テ ー ジ フ ォ ロ ワ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 即 ち 、 オ ペ ア ン プ
３ ２ ， ３ ３ の そ れ ぞ れ の 出 力 端 と － 端 子 と が 接 続 さ れ 、 ＋ 端 子 に 面 電 極 １ １ － １ 又 は １ １
－ ２ か ら の 電 位 信 号 、 面 電 極 １ ３ － １ 又 は １ ３ － ２ か ら の 電 位 信 号 が 供 給 さ れ る 。 そ し て
オ ペ ア ン プ ３ ２ ， ３ ３ の 出 力 端 は 、 そ れ ぞ れ 、 オ ペ ア ン プ ３ ４ の － 端 子 、 ＋ 端 子 に 接 続 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 オ ペ ア ン プ ３ ２ ， ３ ３ は 、 雑 音 の 混 入 を 防 止 す る た め 、 そ れ ぞ れ 、 面 電 極 群 １ １
， １ ３ の 背 面 に 装 備 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 オ ペ ア ン プ ３ ４ は 、 オ ペ ア ン プ ３ ２ の 出 力 信 号 と オ ペ ア ン プ ３ ３ の 出 力 信 号 と の 差 信 号
を 増 幅 す る も の で あ る 。 オ ペ ア ン プ ３ ４ に は 、 面 電 極 １ ２ － １ 又 は １ ２ － ２ を 中 性 点 電 極
と し て 、 こ の 中 性 点 電 極 の 電 位 が 中 性 点 電 位 と し て 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 雑 音 を 除 去 し 、 面 電 極 １ １ － １ 又 は １ １ － ２ と 、 面 電 極
１ ３ － １ 又 は １ ３ － ２ と の 電 位 信 号 を 安 定 化 さ せ る た め 、 面 電 極 １ ２ － １ 又 は １ ２ － ２ に
よ る 中 性 点 電 極 が 、 面 電 極 １ １ － １ ， １ １ － ２ 、 １ ３ － １ ， １ ３ － ２ と は 独 立 し て 椅 子 ２
に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ し て 、 生 体 信 号 検 出 部 ３ １ は 、 オ ペ ア ン プ ３ ４ が 増 幅 し た 信 号 を 信 号 処 理 部 ４ １ に 供
給 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 信 号 処 理 部 ４ １ は 、 オ ペ ア ン プ ３ ４ か ら 供 給 さ れ た 信 号 を 処 理 す る た め の も の で あ り 、
増 幅 回 路 ４ ２ と 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 ４ ３ と 、 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 増 幅 回 路 ４ ２ は 、 生 体 信 号 検 出 部 ３ １ か ら 供 給 さ れ た 信 号 を 増 幅 す る た め の も の で あ る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 ４ ３ は 、 増 幅 回 路 ４ ２ が 増 幅 し た ア ナ ロ グ 信 号 を デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す
る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Central Processing Unit） 、 Ｒ Ｏ Ｍ （ Read Only Memor
y） 、 Ｒ Ａ Ｍ （ Random Access Memory） 、 Ｈ Ｄ Ｄ （ Hard Disk Drive） 等 を 備 え （ い ず れ も
図 示 せ ず ） 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 ４ ３ が 変 換 し た デ ジ タ ル 信 号 を 処 理 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 具 体 的 に 、 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ は 、 ス イ ッ チ ２ １ ～ ２ ３ の 切 り 替 え を 制 御 し て 、 面 電 極 １
１ － １ 又 は １ １ － ２ 、 面 電 極 １ ２ － １ 又 は １ ２ － ２ 、 面 電 極 １ ３ － １ 又 は １ ３ － ２ か ら の
電 位 信 号 を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 ４ ３ か ら 供 給 さ れ れ た デ ジ タ ル 信 号 に 含 ま
れ る 被 検 者 の 心 臓 の 鼓 動 を 示 す 生 体 信 号 と し て の 心 電 信 号 、 呼 吸 を 示 す 生 体 信 号 と し て の
呼 吸 信 号 を 判 別 し 、 少 な く と も こ の ２ つ の 生 体 信 号 を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ３ は 、 心 電 信 号 の 波 形 を 示 す 。 こ の 生 体 信 号 は 、 心 臓 の 筋 肉 が 収 縮 、 膨 張 し た り す る
と き に 流 れ る 微 弱 な 信 号 で あ り 、 こ の 信 号 に は 、 Ｐ 波 、 Ｑ 波 、 Ｒ 波 、 Ｓ 波 、 Ｔ 波 が 含 ま れ
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 Ｐ 波 は 、 心 房 中 を 活 動 電 位 が 伝 播 す る こ と に よ っ て 生 じ る 波 で あ る 。 Ｑ 波 、 Ｒ 波 、 Ｓ 波
は 、 心 室 筋 に 活 動 電 位 が 生 ず る こ と に よ り 生 じ る 波 で あ る 。 Ｔ 波 は 、 心 室 の 活 動 電 位 が 消
退 す る こ と に よ り 生 じ る 波 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
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　 尚 、 Ｒ 波 と Ｒ 波 と の 間 隔 を １ 周 期 と し て 、 ６ ０ 秒 間 に お け る 周 期 数 が 心 拍 数 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ４ は 、 被 検 者 の 呼 吸 信 号 を 示 す 。 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ は 、 周 波 数 解 析 を 行 う こ と に よ り
、 こ の よ う な ２ つ の 生 体 信 号 を 分 離 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 具 体 的 に 、 被 検 者 の 呼 吸 信 号 の 周 波 数 は 、 ０ ． ５ Ｈ ｚ 未 満 で あ り 、 心 電 信 号 の 周 波 数 は
、 ０ ． ５ Ｈ ｚ ～ ８ ０ Ｈ ｚ で あ る 。 こ の た め 、 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ は 、 ０ ． ５ Ｈ ｚ を 閾 値 と し
て 、 こ の 閾 値 を Ｈ Ｄ Ｄ 等 に 予 め 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 そ し て 、 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ は 、 こ の 閾 値 未 満 の 周 波 数 の 生 体 信 号 を 被 検 者 の 呼 吸 信 号 、
こ の 閾 値 以 上 の 周 波 数 の 生 体 信 号 を 心 電 信 号 と し て 、 こ の ２ つ の 生 体 信 号 を 分 離 す る 。 そ
し て 、 信 号 処 理 部 ４ １ は 、 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ が 分 離 し た こ の ２ つ の 生 体 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 本 実 施 形 態 に 係 る 生 体 信 号 収 集 装 置 １ の 動 作 を 説 明 す る 。
　 被 検 者 が 椅 子 ２ に 座 る と 、 面 電 極 １ １ － １ ， １ １ － ２ 、 面 電 極 １ ２ － １ ， １ ２ － ２ 、 面
電 極 １ ３ － １ ， １ ３ － ２ は 、 被 検 者 か ら 発 せ ら れ た 電 位 信 号 を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ は 、 ス イ ッ チ ２ １ ～ ２ ３ の 切 り 替 え を 制 御 し て 、 面 電 極 １ １ － １ 又 は
１ １ － ２ 、 面 電 極 １ ２ － １ 又 は １ ２ － ２ 、 面 電 極 １ ３ － １ 又 は １ ３ － ２ か ら の 電 位 信 号 を
選 択 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 例 え ば 、 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ が 、 面 電 極 １ １ － １ 、 面 電 極 １ ２ － １ 、 面 電 極 １ ３ － １ を 選
択 し た 場 合 、 オ ペ ア ン プ ３ ２ 、 ３ ３ は 、 そ れ ぞ れ 、 面 電 極 １ １ － １ 、 面 電 極 １ ３ － １ が 検
出 し た 電 位 信 号 を 増 幅 し 、 オ ペ ア ン プ ３ ４ の － 端 子 、 ＋ 端 子 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 オ ペ ア ン プ ３ ４ は 、 面 電 極 １ ２ － １ の 電 位 を 中 性 点 電 位 と し て 、 オ ペ ア ン プ ３ ２ 、 ３ ３
か ら そ れ ぞ れ 供 給 さ れ た 電 位 信 号 の 差 信 号 を 増 幅 す る 。 生 体 信 号 検 出 部 ３ １ は 、 オ ペ ア ン
プ ３ ４ が 増 幅 し た 信 号 を 信 号 処 理 部 ４ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 信 号 処 理 部 ４ １ の 増 幅 回 路 ４ ２ は 、 生 体 信 号 検 出 部 ３ １ か ら 供 給 さ れ た 信 号 を 増 幅 し 、
Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 ４ ３ は 、 こ の ア ナ ロ グ 信 号 を デ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ は 、 デ ジ タ ル 信 号 に 含 ま れ て い る 図 ３ に 示 す 心 電 信 号 と 図 ４ に 示 す 呼
吸 信 号 と を 周 波 数 解 析 を 行 う こ と に よ り 判 別 し 、 こ れ ら の 生 体 信 号 を 分 離 し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 尚 、 図 ５ （ ａ ） は 、 通 常 の 心 電 図 検 査 時 の よ う に 、 被 検 者 の 皮 膚 に 直 接 電 極 を 付 着 さ せ
た 状 態 で 得 ら れ た 心 電 図 を 示 す 。 ま た 、 図 ５ （ ｂ ） は 、 被 検 者 が 衣 服 を 身 に つ け た 状 態 で
、 図 ２ に 示 す 椅 子 ２ に 着 座 し 、 心 電 図 検 査 を 行 っ た 場 合 に 得 ら れ た 心 電 図 を 示 す 。 両 生 体
信 号 は 、 同 時 に 検 査 さ れ て 収 集 さ れ た も の で あ り 、 両 時 間 軸 は 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の 図 ５ （ ａ ） 、 （ ｂ ） を 比 較 す る と 、 衣 服 を 身 に つ け た 状 態 で 、 図 ２ に 示 す 椅 子 ２ に
着 座 し て も 、 通 常 の 心 電 図 検 査 時 と 同 様 の 生 体 信 号 を 取 得 で き る こ と が 判 別 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 椅 子 ２ に 面 電 極 群 １ １ ～ １ ３ が 取 り 付 け ら
れ 、 生 体 信 号 検 出 部 ３ １ は 、 各 面 電 極 群 １ １ ～ １ ３ が 取 得 し た 被 検 者 の 電 位 信 号 に 基 づ い
て 生 体 信 号 を 検 出 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 従 っ て 、 被 検 者 は 衣 服 を 脱 が ず に 検 査 を 受 け る こ と が で き 、 ま た 、 被 検 者 が 衣 類 を 着 た
状 態 で も 、 電 極 を 、 そ の 身 体 、 皮 膚 に 直 接 接 触 さ せ ず に 、 生 体 信 号 を 検 出 す る こ と が で き
る 。 こ の た め 、 被 検 者 に 負 担 を か け る こ と な く 生 体 信 号 を 収 集 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 被 検 者 の 保 持 具 と し て 、 椅 子 ２ を 用 い て い る た め 、 被 検 者 を 横 に 寝 か せ ず に 、 日
常 生 活 に 近 い 状 態 で 、 被 検 者 の 生 体 信 号 を 収 集 す る こ と が で き る 。 ま た 、 面 電 極 １ １ － １
等 が 非 導 電 性 の シ ー ト で 覆 わ れ 、 被 検 者 と は 直 接 接 触 （ 非 接 触 ） し な い よ う に な っ て い る
た め 、 さ ら に 被 検 者 に 負 担 を か け る こ と な く 、 生 体 信 号 を 収 集 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 面 電 極 １ ２ － １ 又 は １ ２ － ２ に よ る 中 性 点 電 極 が 、 面 電 極 １ １ － １ ， １ １ － ２ 、
１ ３ － １ ， １ ３ － ２ と は 独 立 し て 椅 子 ２ に 取 り 付 け ら れ て い る た め 、 生 体 信 号 に 重 畳 し た
雑 音 を 除 去 す る こ と が で き 、 面 電 極 １ １ － １ 又 は １ １ － ２ と 、 面 電 極 １ ３ － １ 又 は １ ３ －
２ と に よ っ て 検 出 さ れ た 電 位 信 号 を 安 定 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 尚 、 本 発 明 を 実 施 す る に あ た っ て は 、 種 々 の 形 態 が 考 え ら れ 、 上 記 実 施 の 形 態 に 限 ら れ
る も の で は な い 。
　 例 え ば 、 面 電 極 群 １ １ ～ １ ３ と 生 体 信 号 検 出 部 ３ １ と の 構 成 は 、 図 １ に 示 す よ う な も の
に 限 ら れ る も の で は な く 、 図 ６ ～ 図 ８ に 示 す よ う な 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ６ は 、 面 電 極 群 １ １ の 電 位 信 号 と 面 電 極 群 １ ２ の 電 位 信 号 と の 差 信 号 に 基 づ い て 、 生
体 信 号 を 検 出 す る 場 合 の 生 体 信 号 検 出 部 ３ １ の 構 成 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 面 電 極 １ １ － １ ， １ １ － ２ は オ ペ ア ン プ ３ ２ の ＋ 端 子 に 接 続 さ れ る 。 面 電 極 １ ２ － １ ，
１ ２ － ２ は 、 オ ペ ア ン プ ３ ３ の ＋ 端 子 に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 オ ペ ア ン プ ３ ４ に は 、 中 性 点
電 位 と し て 面 電 極 １ ３ － １ ， １ ３ － ２ の 電 位 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 か か る 構 成 に よ り 、 生 体 信 号 検 出 部 ３ １ は 、 被 検 者 の 大 腿 部 か ら 発 せ ら れ た 電 位 信 号 を
中 性 点 電 位 と し て 、 被 検 者 の 背 中 か ら 発 せ ら れ た 電 位 信 号 と 、 腰 部 、 臀 部 か ら 発 せ ら れ た
電 位 信 号 と 、 の 差 信 号 に 基 づ い て 、 生 体 信 号 を 検 出 す る 。 こ の よ う に す れ ば 、 被 検 者 の 大
腿 部 は 、 心 臓 、 肺 か ら 離 れ て い る た め 、 中 性 点 電 位 が 心 臓 の 鼓 動 、 呼 吸 の 影 響 を 受 け に く
く な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 図 ７ は 、 面 電 極 １ １ － １ の 電 位 信 号 と 面 電 極 １ １ － ２ の 電 位 信 号 と の 差 信 号 に 基
づ い て 、 生 体 信 号 を 検 出 す る 場 合 の 生 体 信 号 検 出 部 ３ １ の 構 成 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 面 電 極 １ １ － １ は オ ペ ア ン プ ３ ３ の ＋ 端 子 に 接 続 さ れ 、 面 電 極 １ １ － ２ は 、 オ ペ ア ン プ
３ ２ の ＋ 端 子 に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 オ ペ ア ン プ ３ ４ に は 、 中 性 点 電 位 と し て 面 電 極 １ ２ －
１ ， １ ２ － ２ 、 面 電 極 １ ３ － １ ， １ ３ － ２ の 電 位 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 か か る 構 成 に よ り 、 生 体 信 号 検 出 部 ３ １ は 、 被 検 者 の 大 腿 部 及 び 腰 部 か ら 臀 部 か ら 発 せ
ら れ た 電 位 信 号 を 中 性 点 電 位 と し て 、 被 検 者 の 背 中 の 左 右 か ら 発 せ ら れ た 電 位 信 号 の 信 号
レ ベ ル 差 に 基 づ い て 、 生 体 信 号 を 検 出 す る 。 こ の よ う に す れ ば 、 被 検 者 の 心 臓 、 肺 の 近 辺
か ら 電 位 信 号 を 検 出 す る こ と が で き 、 信 号 レ ベ ル が 大 き な 生 体 信 号 を 取 り 出 す こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 図 ８ は 、 面 電 極 １ １ － ２ の 電 位 信 号 と 面 電 極 １ ２ － １ の 電 位 信 号 と の 差 信 号 に 基
づ い て 、 生 体 信 号 を 検 出 す る 場 合 の 生 体 信 号 検 出 部 ３ １ の 構 成 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 面 電 極 １ １ － ２ は オ ペ ア ン プ ３ ２ の ＋ 端 子 に 接 続 さ れ 、 面 電 極 １ ２ － １ は 、 オ ペ ア ン プ
３ ３ の ＋ 端 子 に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 オ ペ ア ン プ ３ ４ に は 、 中 性 点 電 位 と し て 、 面 電 極 １ ３
－ １ ， １ ３ － ２ の 電 位 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 か か る 構 成 に よ り 、 生 体 信 号 検 出 部 ３ １ は 、 被 検 者 の 大 腿 部 か ら 発 せ ら れ た 電 位 信 号 を
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中 性 点 電 位 と し て 、 被 検 者 の 背 中 の 左 か ら 発 せ ら れ た 電 位 信 号 と 、 腰 部 か ら 臀 部 か ら 、 発
せ ら れ た 電 位 信 号 と 、 の 差 信 号 に 基 づ い て 、 生 体 信 号 を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の よ う に す れ ば 、 被 検 者 の 心 臓 の 鼓 動 に よ る 電 位 信 号 の 信 号 レ ベ ル が 大 き く な る 。 こ
の た め 、 こ の 構 成 は 、 被 検 者 の 心 電 信 号 の 取 得 を 優 先 さ せ る 場 合 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 さ ら に 、 生 体 信 号 収 集 装 置 １ は 、 ス イ ッ チ ２ １ ～ ２ ３ を 用 い て 、 図 ６ ～ 図 ８ に 示 す よ う
な 構 成 を 選 択 す る よ う に 構 成 さ れ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 生 体 信 号 収 集 装 置 １ は 、 図 ９ に 示 す よ う な 表 示 装 置 ５ １ を 備 え る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 表 示 装 置 ５ １ は 、 デ ィ ス プ レ イ 等 を 有 す る も の で あ り 、 信 号 処 理 部 ４ １ に 接 続 さ れ て 、
信 号 処 理 部 ４ １ に よ っ て 生 成 さ れ た 生 体 信 号 を 表 示 す る 。
　 こ の よ う に す れ ば 、 被 検 者 の 状 態 を 視 覚 的 に 監 視 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま た 、 生 体 信 号 収 集 装 置 １ は 、 図 １ ０ に 示 す よ う な 無 線 送 信 機 ６ １ を 備 え る こ と も で き
る 。 無 線 送 信 機 ６ １ は 、 信 号 処 理 部 ４ １ に 接 続 さ れ 、 信 号 処 理 部 ４ １ が 生 成 し た 生 体 信 号
を 電 波 に よ り 送 信 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 生 体 信 号 収 集 装 置 １ は 、 例 え ば 、 被 検 者 の 住 居 に 設 置 さ れ 、 椅 子 ２ は 、 家 庭 の 食 卓 の 椅
子 、 居 間 の 椅 子 と さ れ る 。 そ し て 、 医 療 機 関 ６ ３ は 、 無 線 受 信 機 ６ ２ を 備 え 、 無 線 送 信 機
６ １ か ら の 電 波 信 号 を 受 信 す る 。 こ れ に よ り 、 医 療 機 関 ６ ３ は 、 被 検 者 か ら 離 れ た 場 所 で
被 検 者 の 生 体 信 号 を 監 視 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ の た め 、 医 療 機 関 ６ ３ は 、 被 検 者 が 生 活 し て い る 状 態 で 心 機 能 を モ ニ タ す る こ と が で
き 、 独 居 老 人 等 の 様 子 を 日 常 ベ ー ス で 監 視 す る こ と が で き 、 在 宅 健 康 管 理 に も 役 立 つ 。 ま
た 、 医 療 機 関 ６ ３ は 、 警 報 制 御 装 置 （ 図 示 せ ず ） を 備 え れ ば 、 被 検 者 の 異 常 を 判 別 し て 警
報 を 発 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ の 場 合 、 警 報 制 御 装 置 は 、 例 え ば 、 心 拍 数 と 予 め 設 定 さ れ た 異 常 判 定 値 と を 比 較 す る
こ と に よ り 、 異 常 の 判 定 を 行 う 。 被 検 者 の 心 拍 数 が 、 こ の 異 常 判 定 値 を 越 え た 場 合 、 警 報
制 御 装 置 は 、 警 報 を 発 す る 。 尚 、 警 報 制 御 装 置 は 、 メ モ リ （ 図 示 せ ず ） を 備 え 、 こ の メ モ
リ に 異 常 判 定 値 を 予 め 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 高 齢 者 等 の Ｑ Ｏ Ｌ （ Quality Of Life） を 高 め る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 尚 、 こ の 無 線 送 信 機 ６ １ は 、 携 帯 電 話 、 携 帯 端 末 、 Ｐ Ｈ Ｓ （ Personal Handy-phone Sys
tem） の い ず れ か で あ っ て も よ い （ 図 示 せ ず ） 。 こ の 場 合 、 携 帯 電 話 、 携 帯 端 末 又 は Ｐ Ｈ
Ｓ に 接 続 コ ネ ク タ が 備 え ら れ 、 信 号 処 理 部 ４ １ と 携 帯 電 話 、 携 帯 端 末 又 は Ｐ Ｈ Ｓ と は 、 こ
の 接 続 コ ネ ク タ を 介 し て 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 生 体 信 号 収 集 装 置 １ は 、 自 動 車 ７ １ の 運 転 者 ７ ２ の 状 態 を
監 視 す る よ う に 構 成 さ れ る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 生 体 信 号 収 集 装 置 １ が 自 動 車 ７ １ に
搭 載 さ れ て 、 面 電 極 群 １ １ ～ １ ３ が 運 転 者 用 の 椅 子 ７ ３ に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 尚 、 こ の 場 合 、 椅 子 ７ ３ は 、 肘 掛 け 付 き の 椅 子 と し て 、 こ の 肘 掛 け に 、 面 電 極 １ ２ － １
， １ ２ － ２ を 中 性 点 電 極 と し て 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 そ し て 、 生 体 信 号 検 出 部 ３ １ は 、 運 転 者 ７ ２ と 中 性 点 電 極 と し て の 面 電 極 １ ２ － １ ， １
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２ － ２ を 介 し て 自 動 車 ７ １ の ハ ン ド ル の 電 位 を 中 性 点 電 位 と し て 取 得 す る 。 生 体 信 号 検 出
部 ３ １ は 、 運 転 者 ７ ２ を 被 検 者 と し て 、 面 電 極 １ １ － １ ， １ １ － ２ ， １ ３ － １ ， １ ３ － ２
が 検 出 し た 電 位 信 号 の 差 信 号 を 増 幅 す る こ と に よ り 、 運 転 者 ７ ２ の 生 体 信 号 を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 信 号 処 理 部 ４ １ の コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ は 、 生 体 信 号 検 出 部 ３ １ が 検 出 し た 運 転 者 ７ ２ の 生
体 信 号 に 基 づ い て 、 運 転 者 ７ ２ の 異 常 の 有 無 を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 例 え ば 、 運 転 者 ７ ２ の 意 識 が 低 下 し た よ う な 場 合 、 心 拍 数 は 変 化 す る 。 コ ン ピ ュ ー タ ４
４ は 、 こ の 心 拍 数 の 変 化 を 検 出 し 、 心 拍 数 の 変 化 が 予 め 設 定 さ れ た 異 常 判 定 値 を 越 え た 場
合 、 運 転 者 ７ ２ に 異 常 あ り と 判 定 し て 、 異 常 判 定 信 号 Ｓ １ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 自 動 車 ７ １ は 、 ブ レ ー キ 制 御 部 ７ ４ を 備 え る も の と し て 、 ブ レ ー キ 制 御 部 ７ ４ は 、 生 体
信 号 収 集 装 置 １ か ら 異 常 判 定 信 号 Ｓ １ が 供 給 さ れ る と 、 自 動 車 ７ １ を 減 速 さ せ る よ う に ブ
レ ー キ ７ ５ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 こ の よ う に 生 体 信 号 に 基 づ い て ブ レ ー キ ７ ５ を 制 御 す る こ と に よ り 、 自 動 車 ７ １ の 安 全
性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 自 動 車 ７ １ の ハ ン ド ル の 電 位 を 中 性 点 電 位 と し て 取
得 す る た め 、 雑 音 が 多 い 自 動 車 ７ １ に お い て 、 生 体 信 号 か ら 雑 音 を 効 率 良 く 除 去 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 尚 、 椅 子 ７ ３ を 肘 掛 け 椅 子 と は せ ず に 、 面 電 極 面 １ ２ － １ ， １ ２ － ２ を 直 接 ハ ン ド ル に
取 り 付 け て 中 性 点 電 極 と し て も よ い し 、 面 電 極 群 １ １ ～ １ ３ と は 別 に 面 電 極 群 を 備 え 、 こ
の 面 電 極 群 を ハ ン ド ル に 取 り 付 け て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ま た 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 生 体 信 号 収 集 装 置 １ は 、 劇 場 の 観 劇 者 、 競 技 場 の 観 覧 者 、
遊 園 地 遊 具 の 利 用 者 、 ゲ ー ム セ ン タ ー 用 の ゲ ー ム 機 の 利 用 者 を 被 検 者 と し て 、 被 検 者 に 与
え ら れ た 感 覚 刺 激 に 対 す る 反 応 （ 心 理 状 態 ） を 監 視 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 こ の 場 合 、 生 体 信 号 収 集 装 置 １ は 、 劇 場 、 競 技 場 、 遊 園 地 遊 具 、 ゲ ー ム セ ン タ ー 用 の ゲ
ー ム 機 の よ う な 被 検 者 に 感 覚 刺 激 が 与 え ら れ る 場 所 に 設 置 さ れ る 。 そ し て 、 椅 子 ２ を 劇 場
、 競 技 場 、 遊 園 地 遊 具 、 ゲ ー ム セ ン タ ー 用 の ゲ ー ム 機 の 椅 子 と し て 、 こ の 椅 子 ２ に 面 電 極
群 １ １ ～ １ ３ が 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ま た 、 信 号 処 理 部 ４ １ の コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ に は 、 場 面 情 報 が 供 給 さ れ る 。 こ の 場 面 情 報
は 、 劇 場 の 上 映 作 品 、 ス ポ ー ツ 、 遊 園 地 遊 具 、 ゲ ー ム ソ フ ト に お け る 各 場 面 を 示 す 情 報 で
あ り 、 被 検 者 に 与 え ら れ た 感 覚 刺 激 に 関 す る 感 覚 情 報 で も あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ は 、 生 体 信 号 と し て 、 心 電 信 号 を 取 得 し て 、 心 拍 数 の 変 化 を 検 出 す る
。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 場 面 Ａ ～ Ｃ に お い て 、 そ れ ぞ れ 、 被 検 者 の 心 拍 数 が ａ ～ ｃ に 変 化
し た 場 合 、 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ は 、 場 面 情 報 と し て 、 場 面 Ａ ～ Ｃ が 供 給 さ れ る と と も に 、 変
化 量 ａ ～ ｃ を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ は 、 こ の 場 面 情 報 と 変 化 量 ａ ～ ｃ と に 基 づ い て 、 被 検 者 に 与 え ら れ た
感 覚 刺 激 と そ の と き の 被 検 者 の 反 応 と の 関 係 情 報 を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 即 ち 、 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ は 、 場 面 情 報 と し て 、 場 面 Ａ ～ Ｃ が 供 給 さ れ た と き に 、 そ れ ぞ
れ 、 心 拍 数 の 変 化 量 ａ ～ ｃ を 取 得 し た 場 合 、 こ の 心 拍 数 の 変 化 量 ａ ～ ｃ に 対 し て レ ベ ル 判
定 を 行 う 。
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【 ０ ０ ９ ６ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ は 、 そ れ ぞ れ 、 場 面 Ａ に よ る 心 拍 数 の 変 化 量 ａ を レ ベ ル １ 、 場 面 Ｂ に
よ る 心 拍 数 の 変 化 量 ｂ を レ ベ ル ３ 、 場 面 ｃ に よ る 心 拍 数 の 変 化 量 ｃ を レ ベ ル ２ と 判 定 す る
。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ は 、 こ の よ う に レ ベ ル 判 定 を 行 い 、 生 体 信 号 収 集 装 置 １ は 、 こ の 結 果
を 関 係 情 報 と し て 取 得 し 、 こ の 結 果 を 評 価 結 果 と し て 出 力 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 こ の よ う な 評 価 結 果 を 劇 場 映 画 、 ス ポ ー ツ 、 遊 園 地 遊 具 、 ゲ ー ム セ ン タ ー 用 ゲ ー ム 機 に
フ ィ ー ド バ ッ ク さ せ る こ と に よ り 、 例 え ば 、 ゲ ー ム 実 行 者 の 能 力 に 合 わ せ て ゲ ー ム 機 の 場
面 を 展 開 さ せ た り 、 遊 具 の 動 き を 制 御 し た り す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 よ り 高 度 の
マ ン マ シ ン イ ン タ ー フ ェ イ ス を 構 築 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 生 体 信 号 を 、 被 検 者 の 心 電 信 号 、 呼 吸 信 号 と し て 説 明 し た 。
し か し 、 生 体 信 号 は こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 脳 波 を 示 す 生 体 信 号 、 筋 肉 か
ら 発 せ ら れ る 筋 電 信 号 で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 筋 電 信 号 の 場 合 、 周 波 数 は 、 通 常 、 ８ ０ Ｈ ｚ を 越 え た 値 で あ っ て 、 １ ｋ Ｈ ｚ 以 下 の 値 と
な る 。 従 っ て 、 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ は 、 閾 値 を ８ ０ Ｈ ｚ と し て 、 こ の 筋 電 信 号 を 心 電 信 号 、
呼 吸 信 号 か ら 分 離 す る 。 尚 、 こ の 場 合 、 コ ン ピ ュ ー タ ４ ４ は 、 こ の 閾 値 ８ ０ Ｈ ｚ を 予 め 閾
値 を Ｈ Ｄ Ｄ 等 に 記 憶 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ０ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 生 体 信 号 収 集 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 複 数 の 面 電 極 が 組 み 込 ま れ た 椅 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 被 検 者 の 生 体 信 号 と し て 心 臓 の 鼓 動 を 示 す 心 電 信 号 の 波 形 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 被 検 者 の 生 体 信 号 と し て 呼 吸 を 示 す 呼 吸 信 号 の 波 形 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 心 電 図 検 査 に よ っ て 得 ら れ た 心 電 信 号 の 波 形 図 で あ り 、 （ ａ ） は 、 通 常 の 心 電 図
検 査 時 の 心 電 信 号 の 波 形 を 示 し 、 （ ｂ ） は 、 衣 服 を 身 に つ け た 状 態 で 椅 子 に 着 座 し て 心 電
図 検 査 を 行 っ た 場 合 の 心 電 信 号 の 波 形 を 示 す 。
【 図 ６ 】 面 電 極 の 接 続 例 （ １ ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 面 電 極 の 接 続 例 （ ２ ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 面 電 極 の 接 続 例 （ ３ ） を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 表 示 装 置 を 備 え た 生 体 信 号 収 集 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 無 線 送 信 機 を 備 え た 生 体 信 号 収 集 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 生 体 信 号 収 集 装 置 を 自 動 車 に 搭 載 し た 場 合 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 場 面 情 報 が 供 給 さ れ て 評 価 結 果 を 出 力 す る 生 体 信 号 収 集 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ に 示 す 生 体 信 号 収 集 装 置 の 動 作 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ２ 】
　 １ 　 生 体 （ 電 気 ） 信 号 収 集 装 置
　 ２ 　 椅 子
　 １ １ ～ １ ３ 　 面 電 極 群
　 ２ １ ～ ２ ３ 　 ス イ ッ チ
　 ３ １ 　 生 体 信 号 検 出 部
　 ４ １ 　 信 号 処 理 部
　 ５ １ 　 表 示 装 置
　 ６ １ 　 無 線 送 信 機
　 ７ １ 　 自 動 車
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

(13) JP 2007-301175 A 2007.11.22



【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 ４ 】
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